
県 議 の 岩 切 た つ や で す 。 １ １ 月 定 例 議 会 報 告 で す 。 〈 第 ２ ２ 号 〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
新
田
原
基
地
で

日
米
共
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
十
一
月
、
米
軍
人
約
二
〇
〇
人
が

宮
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
強
行
し
ま
し
た
。

新
田
原
基
地
内
に
は
、
米
軍
人
の
た
め
の
宿
泊
施
設
を
す
で
に

建
設
し
て
い
ま
す
。
県
議
会
は
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
意
見
書
を

国
に
送
る
こ
と
や
、
知
事
に
対
し
て
政
府
と
の
交
渉
を
求
め
る
な

ど
、
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
元
々
の
問
題
は
、
不
平
等
な
日
米

地
位
協
定
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
国
外
か
ら
の
入
国
が
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
米
軍
人
は
米
軍
基
地
を
利
用
し
て
入
国

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
協
定
に
よ
り
入
国
管
理
の
対
象
外
だ
か

ら
で
す
。
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
内
で
多
数
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
者
が
見
つ
か
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
市
中
感
染

の
原
因
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
河
野
知
事
は
防
衛

省
に
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
努
力
し
ま
し
た
が
、
米
軍
の
基
地

外
宿
泊
に
対
し
、
防
衛
省
も
何
も
で
き
な
い
の
が
本
音
で
し
た
。

日
米
地
位
協
定
は
１
９
６
０
年
に
締
結
さ
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
て
日
本
が
独
立
し
た
後
も
、
米
軍

が
日
本
国
内
で
自
由
に
行
動
で
き
、
米
兵
や
米
軍
属
と
そ
の
家

族
が
起
こ
す
事
故
・
犯
罪
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
刑
事
裁
判
権

を
持
た
な
い
、
な
ど
な
ど
米
軍
特
権
協
定
と
言
わ
れ
る
も
の
で

す
。
今
回
の
基
地
外
宿
泊
も
米
軍
の
意
図
は
不
明
で
す
が
、
地

元
の
不
安
を
一
顧
だ
に
し
な
い
と
い
う
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

私
の
所
属
す
る
「
県
民
連
合
宮
崎
」
が
提
出
し
た
意
見
書
が
、

議
会
内
の
意
見
書
調
整
会
議
で
成
案
を
得
て
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
実
現
に
向
け
一
歩
ず
つ
の
歩
み
で
す
。

私
は
、
立
憲
民
主
党
へ
の
合

流
を
決
意
し
ま
し
た
。

働
く
者
の
立
場
を
守
り
、
全

て
の
子
ど
も
ら
に
、
幸
福
な
未

来
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時

に
、
行
動
し
て
い
く
政
治
姿
勢

は
同
じ
で
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
経
済
的
な
ダ
メ
ー
ジ
も
社
会
に

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

県
は
、
本
年
度
八
度
目
の
補
正
予

算
を
組
み
、
感
染
拡
大
防
止
策
と
医

療
体
制
の
整
備
に

億
円
あ
ま
り
、

65

雇
用
維
持
や
地
域
経
済
再
生
に

億
１１

円
あ
ま
り
の
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
関
連
予
算
は
こ
れ
で

合
計
６
７
１
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る

知
事
は
、
医
療
機
関
等
の
協
力
で

医
療
・
療
養
体
制
の
整
備
が
進
ん
で

き
た
こ
と
や
、
検
査
体
制
が
充
実
し

て
き
た
こ
と
、
対
策
特
命
チ
ー
ム
を

編
成
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、
今

後
と
も
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

と
し
、
同
時
に
、
経
済
の
再
生
・
復

興
に
も
全
力
を
尽
く
す
と
表
明
し
て

い
ま
す
。

な
に
よ
り
、
感
染
症
を
抑
え
込
む

こ
と
が
、
経
済
の
復
興
に
直
結
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
確
実
な
実
施

を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
こ
れ
ほ
ど
高
価
な
プ
ー
ル
が
必

要
な
の
か
疑
問
で
す
。
維
持
費
は
毎
年

三
億
円
を
見
込
み
、
利
用
収
入
は
四
千

万
円
。
完
成
し
た
っ
た
な
り
ま
し
た
。

｢

密｣

解
消
に
、
少
人
数
学
級
を

コ
ロ
ナ
禍
で
、
小
中
学
校
等
の
一
ク

ラ
ス
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
を
減
ら
す

｢

少
人
数
学
級｣

の
実
現
を
求
め
る
声

が
、
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
、
日
本
の
教
室

は
諸
外
国
に
比
べ
て
、
子
ど

も
の
数
が
多
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、

ひ
と
り
一
人
の
子
ど
も
に
、
き
め
細
や

か
に
関
わ
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
実

現
し
た
い
こ
と
で
す
。
文
部
科
学
省
は
、

教
室
内
の｢

密｣

を
解
消
す
る
と
し
て
、

少
人
数
学
級
実
現
に
必
要
な
予
算
を
財

務
省
に
強
く
要
求
し
て
い
ま
す
。

今
議
会
に
は
、
県
民
か
ら
、
少
人
数

学
級
実
現
を
県
に
求
め
る
と
同
時
に
、

国
に
対
す
る
働
き
か
け
を
求
め
る
請
願

が
あ
り
、
委
員
会
審
査
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
た
ち
は
、
党
派
問
わ
ず
理
解
を

示
し
ま
し
た
が
、
直
ち
に
実
施
す
る
こ

と
は
、
予
算
・
人
材
共
に
困
難
で
は
な

い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
引
き
続
き

議
論
を
し
て
い
く｢

継
続
審
査｣

と
な
り

ま
し
た
。
何
と
か
実
現
に
向
け
努
力
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉

事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動
に取り組む。

2015年県議選に初挑戦、

現在二期目。文教警察企
業常任委員会委員長

60歳 家族 妻と子ども
社会福祉士、宮崎県登録養

コ
ロ
ナ
禍
で
、
諸
手
を
挙
げ
て
新
年
を
お
祝
い
す
る
雰
囲
気
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
顔
を
上
げ
、
人
間
の
英
知
を
結
集
さ
せ
、
困
難
を

乗
り
切
れ
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の

月
議
会
で
は
、
日
米
共
同
訓
練
の

11

20
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9
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問
題
や
、
県
立
宮
崎
病
院
の
長
時
間
停
電
の
問
題
、
そ
し

て
何
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に

関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
３
波
が
議
会
の
開
会
直
前
か
ら
拡

大
し
、
閉
会
の
頃
に
は
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
は
、
極
め
て
忙
し
い
状
況
に

あ
り
、
昼
夜
区
別
な
し
の
奔
走
を
し

て
い
る
職
員
た
ち
の
様
子
を
見
て
い

ま
す
と
、
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
そ
う
い
う
現

状
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
へ
の

期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
お
り
、
知
事
に
は
県
民

の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



等
の
技
術
系
職
種
に
お
い
て
、
十
分
な

受
験
者
数
と
な
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

必
要
数
を
満
た
さ
な
い
状
況
も
。
就
職

説
明
会
へ
の
参
加
、
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化

を
し
て
い
く
こ
と
で
確
保
に
努
め
る
。

☆
私
の
思
い
☆

少
子
化
の
影
響
は
確
実

に
現
れ
始
め
て
お
り
、
県
庁
以
外
の
職
場

で
も
人
材
確
保
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
労

働
条
件
や
職
場
環
境
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

☆
質
問
☆
（
県
立
宮
崎
病
院
の
長
時
間

停
電
＝
田
口
雄
二
議
員
）
停
電
の
原
因

と
対
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

☆
答
弁
☆
（
病
院
局
長
）
原
因
は
九
電

か
ら
の
引
き
込
み
線
の
皮
膜
の
破
れ
に

あ
っ
た
。
ま
た
非
常
用
電
源
が
自
動
で

切
り
替
わ
る
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
な
か

っ
た
。
速
や
か
に
手
動
で
切
り
替
え
る

べ
き
だ
っ
た
が
、
停
電
の
原
因
調
査
に

注
力
し
て
い
て
、
切
り
替
え
チ
ェ
ッ
ク

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
改
め
て

全
体
の
点
検
を
行
い
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
定
な
ど
監
視
体
制
を

強
化
し
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
用
に
つ

い
て
＝
満
行
潤
一
議
員
）
ヘ
リ
の
運
航

経
費
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
？
県
北

地
域
に
第
二
の
ヘ
リ
導
入
す
べ
き
で
は
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）
国
の
補

助
基
準
額
で
の
運
営
は
厳
し
い
の
は
事

実
。
補
助
の
拡
充
を
お
願
い
し
て
い
る
。

二
機
目
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
確
保
、
医
師
の

確
保
な
ど
課
題
が
あ
る
。
延
岡
病
院
に

ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
導
入
し
た
。
日
向
入

郷
圏
域
ま
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

提
案
さ
れ
た
主
な
事
業

感
染
拡
大
防
止

☆
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
保
険
適
用
に
伴
う
自

己
負
担
分
の
公
費
負
担
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
器

機
の
医
療
機
関
導
入
、
患
者
受
け
入
れ
の

た
め
病
床
を
確
保
し
た
医
療
機
関
へ
の
支

援
、
医
療
従
事
者
の
特
別
手
当
へ
の
支
援

（
６
１
億
６
千
万
円
）

☆
保
険
調
剤
薬
局
従
事
者
慰
労
金
交
付

（
１
５
億
１
千
万
円
）

宮
崎
県
衛
生
環
境
研
究
所
の
環
境
整
備

地
域
経
済
の
再
生
・
復
興
支
援

☆
「
み
や
ざ
き
学
び
旅｣

促

進
事
業
（
７
千
４
百
万
円)

☆
県
産
水
産
物
の
消
費
拡
大

支
援
（
２
億
９
千
万
円
）

雇
用
維
持
、
事
業
継
続
支
援

☆
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
拡
充

（
７
億
４
千
万
円
）

☆
遠
隔
手
話
通
訳
支
援
（
１
４
２
万
円
）

感
染
症
関
連
以
外

☆
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
支
援

事
業
（
７
千
８
百
万
円
）
☆
家
畜
防
疫
対

策
事
業
（
１
億
７
千
万
円
）
☆
宮
崎
海
洋

高
等
学
校
漁
業
航
海
実
習
船
「
進
洋
丸
」

代
船
建
造
事
業
（
７
億
５
千
万
円
）

☆
宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
新
船
造
船
に
伴
う

宮
崎
港
埠
頭
整
備
事
業
（
３
億
５
千
万
円
）

☆
補
助
公
共
事
業
・
交
付
金
事
業
（
１
２

億
円
追
加
補
正
）
☆
災
害
関
連
事
業｢

鹿
野

遊
谷
川
災
害
関
連
」

（
２
億
５
千
万
円
）

☆
県
立
体
育
館
建
設

に
対
す
る
債
務
負
担

行
為
設
定
（
８
９
億

１
千
万
円
）

〈１１月定例議会〉
◆一般会計補正予算案９９億２１９２万３千円、特別会計補正予算案３億５
８００万円、公営企業会計補正予算案１億３９６１万１千円◆県税の課税免
除等の特例に関する条例の一部改正ほか条例改正◆収用委員会委員の任
命、選挙管理委員会委員の任命等人事案件
〈日常活動スナップ〉

↑共同訓練反対集会

高
橋
透
議
員
と
。

↑林業活性化議員連盟で、志布

志港視察

↑
→
激
論
が
交
わ

さ
れ
た
、
社
民
党

臨
時
大
会
。

寒
い
、
冬
の
街
頭
演
説
←

提
案
さ
れ
た
事
業
や
同
僚
議
員
の
質

問
・
答
弁
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
＝
渡
辺
創
議
員
）
県
内
の
公
私
立
高

校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

半
数
の
高
校
が
、
家
族
の
看
護
・
介
護

に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
の
存
在
を
把
握
し
て
い
る
。

県
は
ど
の
よ
う
に
問
題
を
考
え
る
か
伺

い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
ほ
か
）

学
び
や
進
路
に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
関
係
部

局
、
市
町
村
が
連
携
し
、
子
ど
も
や
家

庭
が
か
か
え
る
困
難
に
寄
り
添
い
、
き

め
細
や
か
な
支
援
が
重
要
。
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
が
実
現
で
き
る
み
や
ざ
き

づ
く
り
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

☆
私
の
思
い
☆

核
家
族
化
が
進
む
中
、
世

帯
内
で
親
な
ど
が
看
護
や
介
護
を
必
要
と

し
、
そ
の
担
い
手
が
、
子
ど
も
で
あ
る
こ
と

を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
い
、
そ
の
増
加
と
、

学
び
の
機
会
や
、
子
ど
も
時
代
に
必
要
な
経

験
の
阻
害
、
そ
れ
以
上
に
、
貧
困
な
ど
世
帯

の
課
題
を
子
ど
も
が
背
負
う
状
況
に
あ
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
支
援
を

考
え
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
質
問
☆
（
県
職
員
人
材
確
保
に
つ
い

て
＝
渡
辺
創
議
員
）
県
職
員
採
用
試
験

の
競
争
倍
率
が
低
下
し
て
い
る
。
人
材

確
保
困
難
な
職
種
の
現
状
と
対
策
は
？

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
ほ
か
）
行
政
課

題
は
多
く
、
人
材
の
確
保
は
重
要
。
土

木
、
建
築
、
農
業
土
木
、
機
械
、
心
理

文
教
警
察
企
業
常
任
委
員
会
に
、

宮
崎
県
学
校
教
育
懇
話
会
の
最
終
報

告
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

懇
話
会
は
、
未
来
の
宮
崎
県
の
高

等
学
校
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
、
今
後
の
特
別
支
援
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
こ
の
報
告
を
受
け

て
、

年
か
ら
改
定
さ
れ
る
予
定
の
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宮
崎
県
立
高
等
学
校
教
育
整
備
計
画

な
ど
に
反
映
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

教
育
整
備
計
画
は
、
今
年
度
末
に

廃
校
と
な
る
都
農
高
校
の
よ
う
に

「
高
校
教
育
に
は
適
正
な
規
模
が
必

要
」
と
い
う
立
場
で
、
小
規
模
校
の

統
廃
合
を
左
右
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
高
千
穂
、
飯
野
、
本

庄
、
福
島
高
校
な
ど
、
人
口
減
少
で

生
徒
減
少
が
続
く
学
校
と
そ
の
地
域

は
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
「
単
に
適
正
規
模
を
下

回
っ
た
こ
と
の
み
を
理
由
に
統
廃
合

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
」
と
し
て
お
り
、

直
ち
に
統
廃
合
で
は
な
く
、
高
校
が

そ
の
地
域
に
あ
る
こ
と
の
意
義
を
考

え
、
地
域
と
の
連
携
で
教
育
の
質
を

確
保
す
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
高

校
で
の
特
別
支
援
学
級
の
充
実
、
特

別
支
援
学
校
に
お
け
る
職
業
コ
ー
ス

・
職
業
学
科
の
確
立
、
高
等
特
別
支

援
学
校
の
研
究
を
求
め
る
な
ど
、
評

価
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
報
告
書
内
容
が
、
こ

れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

向
け
て
教
育
委
員
会
で
活
か
さ
れ
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。


